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研究成果の概要（和文）：視覚障害、聴覚障害、知的障害等により一般に流通している資料では情報が十分に入
手できない人たちにも、提供可能な医療情報の資料は作成可能であること、しかしながら、既に作成されている
資料はごくわずかであり、特に聴覚障害や知的障害のある方への資料作成方法については手法も未確立であるこ
と、現状では人手をかけた作成が必要となるため、作成できる人材育成から始める必要があることが示唆され
た。
また、こうした資料の作成には、伝達する医療情報の専門職と障害者のニーズを知る福祉の専門職の協働が不可
欠であり、現存する国内機関が単独で作成することは難しく、機関同士の継続的な連携枠組みが必要であること
が明らかになった。

研究成果の概要（英文）：It is possible to create medical information materials that can be provided 
to people with visual, hearing or intellectual disabilities who do not have access to sufficient 
information in generally available materials, but only a few materials have already been created, 
and methods for creating materials for people with hearing or intellectual disabilities in 
particular have not yet been established. It was also suggested that, at present, it is necessary to
 start with the training of personnel who can prepare such materials, as they require a lot of 
manpower.
In addition, it was found that collaboration between medical specialists and welfare specialists who
 know the needs of people with disabilities is essential for the preparation of such materials, and 
that it is difficult for existing domestic institutions to prepare such materials on their own, and 
that a framework for continuous collaboration between institutions is necessary.

研究分野：ヘルスコミュニケーション

キーワード： 障害　ヘルス・リテラシー　アクセシビリティ　ユニバーサルデザイン　がん情報

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究で蓄積した情報媒体作成の試行とそれへの評価、また、国内の情報提供の現状は、障害のある人個人のヘ
ルス・リテラシーの高低に注目して評価を行う以前の課題が示されたといえる。アクセシブルな形態で情報を提
供できる環境それ自体に注目した概念、社会環境を評価する発想、社会環境を改善するための方策とそれを測定
する指標への着眼をもった研究が必要であることが示唆された。
本研究の実践的取り組みのうち、特に音声版作成の迅速化については実用化され、第3期がん対策推進基本計画
の中間評価において「取り組みが進んでいる」と評価されることに貢献した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
健康・医療に関する情報はすべての人が享受できるべき権利であり（U.S. department of 

Health and Human Services、 2010）、その情報を理解、評価、活用できる力、すなわちヘル
ス・リテラシーを高めることは、QOLの向上に不可欠な要素として広く認識されるようになっ
てきていた(Osborne、 2004)。障害者は一般の人以上に健康上のニーズを多く抱えている場合
が多く（Carroll、 2014）、故に健康や医療に関する情報を最も多く必要としていると考えられ
るが障害のある人々の利用できる情健康医療報はきわめて限られていた(Kreps 2005)。 
視覚障害者の情報入手環境については、IT 機器、インターネットの普及、情報のデジタル化
は障害者の情報入手や自立や社会参加に多大な影響を与えており、これらが使いこなせる一部
の視覚障害の有る人がアクセスできる情報は飛躍的に増えてはいるものの、今なお情報が得に
くく(佐藤、 2015)、インターネットを使いこなす人であっても情報探索には障害のない人の 2
倍から 5倍の時間を要すること(Craven、 2003)などが指摘されていた。聴覚障害者のコミュニ
ケーション上の困難、医療受診の状況も広く指摘される状況にあった。一方、医療情報を適切に
入手し、それを活用することができる市民像を求めた取り組みの中で、ヘルス・リテラシー概念
が注目を集めていたが、情報入手や理解において制約となる様々な障害のある人にとって有益
な方法はほとんど見出されていなかった。障害のある人への健康医療情報のコミュニケーショ
ンについては、十分な研究が進んでおらず、早急な取組が必要な状況であった(Williams-Piehota、 
2010)。 
 
２．研究の目的 
以上を踏まえ、本研究では、がんを中心とする、健康医療情報の提供にあたり、障害のある人
が必要とする健康・医療情報のニーズと、そのニーズに公的サービスとして応えるべき範囲を明
らかにすること、そして公的に応えるべき範囲の情報提供を可能とするための手法を開発する
ことを目的とした。具体的に以下の 4点に取り組むこととした。 
 
目的１：障害者差別禁止法制定先行国における健康医療情報提供方法の把握と国内課題を同定
すること 

目的２：情報入手・処理が制限される状況下で必要とされる“コア情報”の特定とそれを伝える    
ための最適なツールの開発すること 

目的３：現状の情報提供実態の把握と開発した情報ツールを用いた情報提供モデルを試行する
こと 

目的４：情報入手・処理の状況に応じた情報提供のあり方とそれに基づくヘルス・リテラシー概
念の再定義を行うこと。 

 
３．研究の方法 
 それぞれの目的を達成するため、以下の方法により研究を進めた。 
 早期に障害者差別禁止法が制定された米国および北欧での障害者向けの情報作成・提供
体制とデジタル技術の活用方法についての調査の実施 

 視覚障害、聴覚障害、知的障害のある人が利用可能な健康医療情報資料の試作を行い、作
成のスピード、わかりやすさ、伝わりやすさの点から評価の実施 

 公的な情報提供施設（視覚障害者情報提供施設、聴覚障害者情報提供施設、公共図書館等）
での健康医療情報の提供環境、医療機関における障害者対応の実態把握 

 障害のある人が健康医療情報にアクセスできる環境整備に必要な事項に関する検討 
 
４．研究成果 
目的１： 
米国での 2017年の調査において、英語圏ではより迅速に視覚障害者向け情報に変換すること
ができるテキスト DAISYや合成音声の利用が進んでいること、また点字・録音資料の製作は米
国議会図書館視覚身体障害者サービス部門が一括して行い、各州の点字図書館では障害者個人
への貸し出しサービスに徹していることが明らかになった。2019のスウェーデン、デンマーク
での調査の結果、比較的人口の少ない言語においても、合成音声の活用が積極的に行われており、
資料作成の時間短縮することの利便性が重視されていることがわかった。一方、米国議会図書館
と NCI、NIH等の国立医療機関との連携はなく、本研究で取り組んでいる、国立の医療情報発
信機関と、点字図書館など資料を作成する福祉機関との連携の試みの先駆性が明らかになった。 

 
目的２： 
 以下１）２）３）に示す、視覚障害、聴覚障害、知的障害のある人が利用可能な健康医療情報
資料の試作とその評価を通じて、視覚障害者向けの「音声版」についてはデジタル技術の活用で
一定程度効率的に資料作成を行う方法が確立できたが、知的障害者向けの「わかりやすい版」に
や聴覚障害者向け「手話版」については、人手をかけた作業が必要であり、作成できる人材の育



成も必要であった。また、作成にあたっては各疾患分野の専門職と、障害ニーズに精通した福祉
専門職の協働が不可欠であることも明らかとなった。 
 
１）視覚障害者向け「音声資料」版手法の検討 
がん、糖尿病、肝炎に関する視覚障害者向け情報媒体を作成する機関ネットワークを構築し、
それぞれの資料を作成・公開した。各疾患情報を担当する専門機関と、資料作成を担う福祉機関
の連携により、正確な資料の作成がスムーズに進むことを確認できた。資料作成スタッフによる、
資料のわかりやすさ、正確さに関する質的調査を行なった結果、音声・点字情報のわかりやすさ
については、用語等の平易さ、親しみやすさだけでなく、まず情報の構造がシンプルであること
が必須課題であることが明らかになった。 
デジタル技術の活用により、迅速な情報作成を可能とする手順を確立し、実用化した。元の文
字からテキスト DAISY（Digital Accessible Information System）を作成し合成音声でテキス
トを読み上げ、その音声を抽出する「簡易版」、その後肉声での読み上げと図表の説明を加えた
「完全版」の 2版を作成することで、迅速な情報公開が可能となった。この成果は国立がん研究
センターでの実運用にそのまま活用され、更新された音声資料数が飛躍的に増加した。その結果、
第 3期がん対策推進基本計画の中間評価では、「取り組みが進んでいる」と評価されることに貢
献した。 
 
２）知的障害者向け「わかりやすい版」資料の作成手法の検討 
「大腸がん わかりやすい版」を、がん医療分野、知的障害者支援分野双方を含むチームによ
って試作し、そのプロセスを検討した。情報を絞り込む過程においては、先の見通しを具体的に
イメージできるように伝えることを優先し、医学的知識の説明等は省く、医療用語のうち診療場
面で用いられる必須の用語については残しつつ、平易な表現となるよう調整した。感覚的に掴み
やすいようイラストを多用する構成とした。知的障害者のニーズを熟知した作成者が、重要な情
報を抽出し、「適切なわかりやすい情報」に置き換える力量と、置き換えた情報の正確さを担保
する医療専門職との協働が不可欠であることが明らかとなった。 
こうして作成した資料は、知的障害のある当事者による評価でも、支援専門職による評価でも、
概ねわかりやすいと評価され、実際に活用できると思うと回答された。この作成手法では、知的
障害者のニーズを熟知した作成者が、重要な情報を抽出し、「適切なわかりやすい情報」に置き
換える力量と、置き換えた情報の正確さを担保する医療専門職との協働が不可欠であること、他
疾患についても同様の手法を広げていくことの必要性が示唆された。 
 
３）ろう・難聴者（聴覚障害者）向け「手話版」資料作成プロセスの検討 
「大腸がん 手話版」を作成し、ろう・難聴者による評価を行った。手話版の作成プロセスに
おいて、医療用語が十分に手話言語の中で普及していないこと、そのためわかりやすい資料とす
るためには、補足説明や視覚情報による補足が必要となることが明らかになった。初めての試み
の中で、【手話の言語特性を踏まえたより正確な翻訳】【ろう者に合わせたヘルスコミュニケーシ
ョン翻訳】の 2 つを必要とすることが明らかとなり、医療専門用語などを熟知した日本手話翻
訳者の必要性等が示唆された。また、ろう・難聴者による評価では、概ねわかりやすいという評
価を得たが、視覚的な提示の方法には様々な要望があり、作成の定式化に向けては検討要素が残
されていることが明らかとなった。 
また、新型コロナウイルスへの対応を示す資料については、点字版、音声版、わかりやすい版、
手話版を同時に作成したが、手話版の作成はもっとも労力と時間を必要とする状況であり、作成
者の育成や手法の洗練・確立が必要であることが認識された。 
 
目的３： 
公共図書館等への訪問調査結果では、障害のある人からの医療情報請求は公共図書館に届い
てておらず、障害者を意識した健康医療情報の提供はほとんど行われていないことを把握した。
座談会・シンポジウムでは、視覚障害者への健康医療情報を提供するための仕組みは整備されて
いるもののコンテンツが不足していること、知的障害者とディスレクシアにはやさしい日本語
で書かれた書籍が有用であるが出版点数が限られていることを把握した。他方、手話を第一言語
とする聴覚障害者が求めている手話付き映像資料の制作・流通体制は未整備で、公共図書館にお
ける手話付き健康医療情報の提供は考えられていないことが明らかとなった。 
聴覚障害者情報提供施設においては、手話版の健康医療情報はほとんど提供されておらず、資
料そのものが国内にないことを裏付けるものと考えられた。 
 医療機関における視覚障害者への対応の状況について、障害者差別解消法施行前後の推移を
測定したが、施行後においても障害のある人への対応について病院での対応は安定していない
ことが明らかとなった。この知見を踏まえて、視覚障害のある人が医療機関を受診した際に提供
すべき配慮について示したパンフレットを作成し、配布したうえで評価を行ったところ、有用で
あるとの結果が得られ、医療機関に向けた継続的な啓発の必要性も示された。 
 
目的４： 
 以上の結果から、視覚障害、聴覚障害、知的障害等により一般に流通している資料では情報が



十分に入手できない人たちにも、提供可能な医療情報の資料は作成可能であること、しかしなが
ら、既に作成されている資料はごくわずかであり、特に聴覚障害や知的障害のある方への資料作
成方法については手法も未確立であること、現状では人手をかけた作成が必要となるため、作成
できる人材育成から始める必要があることが示唆された。また、こうした資料の作成には、伝達
する医療情報の専門職と障害者のニーズを知る福祉の専門職の協働が不可欠であり、現存する
国内機関が単独で作成することは難しく、機関同士の継続的な連携枠組みが必要であることが
明らかになった。 
 この状況は、障害のある人個人のヘルス・リテラシーの高低に注目して評価を行う以前の課題
が示されたといえる。アクセシブルな形態で情報を提供できる環境それ自体に注目した概念、社
会環境を評価する発想、社会環境を改善するための方策とそれを測定する指標への着眼をもっ
た研究が必要であることが示唆された。 
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